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「データは新しい石油」であると言われる時代において、
日々蓄積される膨大な診療データの潜在的な利用価値は大きい

診断 治療標的の決定 治療 経過観察

電子カルテが普及した現代の病院では、診療テキストや医用画像、検査データなどの
膨大なデジタルデータが日々蓄積されている。

しかしながら、診療データの多くは不均質で構造化されておらず、
直ちに医療AIの研究開発に用いることが困難であった。



医療AIの研究開発サイクルにおける課題と取り組み

AIの活用学習学習モデルの設定

患者基本情報

検体検査結果

投薬履歴

放射線診断レポート

病理診断レポート

医用画像

NCCがん医療情報
統合データベース

国立がん研究センター情報統括センター・中央病院医療情報部
三原直樹先生、田中勝弥先生、向井まさみ先生らのご支援により構築。

アノテーションデータ移送／匿名化

国立がん研究センター中央病院放射線診断科
三宅基隆先生、渡辺裕一先生との共同研究開発。

アノテーションにより
画像等のデータに正解情報を付与

臨床的知識が重要 工学的知識が重要

学習したAIモデルを目的のタスクに活用する

腫瘍1

イメージ図: 胸部CTからの肺がんの検出

深層ニューラルネットワークをタスクに応じて設定し、
コンピュータリソースを管理しながら学習する。

入力

出力

出力の誤差を最小化するように学習



臨床医視点で開発したアノテーションツールの特徴

国立がん研究センター中央病院放射線診断科
三宅基隆先生、渡辺裕一先生との共同研究開発。

国立がん研究センターの臨床医が中心に開発

• 画像を起点とした階層的なアノテーション構造

• AIモデルによるアシスタント機能により、
アノテーション作業を効率化する機能

• 病変の画像特徴量を網羅的に計算する機能

インハウスの研究ツールとして医療AIの研究開発に活用していた。



PRISMプロジェクトにおける富士フイルム様の参画と
「AI開発支援プラットフォーム」開発の開始

PRISMプロジェクトの基盤システムとして「AI開発支援プラットフォーム」を運用。

マルチ・モーダルな
診療情報・ゲノム情報との統合に基づいた

医療AIの開発と社会実装シングル・モダリティによる
医療AIの開発と社会実装

医療AIの研究基盤整備

新薬創出を加速する
人工知能の開発

富士フイルム様との共同研究に発展

臨床医視点で開発したアノテーションツール

AI開発支援プラットフォーム

診断支援AIの開発と社会実装

肺がんの自動検出

転移性脳腫瘍の自動検出



「AI開発支援プラットフォーム」として
医療AIの研究開発サイクルを包括的にサポート

AIの活用学習学習モデルの設定アノテーションデータ移送／匿名化

国立がん研究センター中央病院・研究所に広く展開可能な
医療AIの研究開発のための基盤として運用を開始した。

既存機能のブラッシュアップ

• 画像を起点とした階層的なアノテーション

• AIモデルによるアシスタント機能により
アノテーション作業を効率化する機能

医療AI開発のスケーラビリティを向上させる新規機能

• プログラミングの知識を必要とせずに、
AIモデルを簡易な操作で訓練できる機能

• 複数バージョンのAIモデルを効率的に管理し、
医療AIの研究開発の試行錯誤を支援する機能



国立がん研究センター中央病院における複数の診療科との
医療AIの研究開発を広く同時展開

肺がん

転移性脳腫瘍 原発性脳腫瘍

膵臓



世界各国で始動する医療ビッグデータ利活用のための
プラットフォームに匹敵するような研究開発を展開していく

英国民保険サービス
AIプラットフォーム構築を開始

米国放射線専門医会
AI-LABの立ち上げ

米国国立がん研究所
オープンな画像プラットフォーム公開

AI研究開発を包括的にサポートする「AI開発支援プラットフォーム」によって、
本邦の医工横断領域の人材不足を補い、研究開発力の大きな底上げが期待できる。


